
委員会活動についてのご意見・ご要望

行政機関等（知事会、市長会、職能団体）に幅広く目に触れるように引き続き周知をお願いします。

幅広い公衆衛生課題を俯瞰するうえで、有用性が高いレポートを毎回楽しみにしております。

自分の専門領域はもちろんですが、専門以外のトレンドを把握するのに役立てています。

毎回、とても参考になるレポートで気付かない視点や情報が得られています。

委員会の方向性の確認と各課題の報告書のトーンの統一を図ってほしい。コロナ下で対面で議論する

機会が減ったこともあり、個別課題ごとにまとめ方が大きく異なってしまったと感じる。協会の報告

書ではなく、学会の報告書であり、学会の一委員会の報告書であること。学問的なエビデンスがどこ

まであり、どこが不足しているか、今後どのような研究が要るのか、その場合に学会として大規模な

共同研究を行うべきなのか、あるいは学会として社会に提言すべき内容まで研究は深化したのか、最

新の研究をもとに整理することがミッションだったはず。

個別に指摘することは避けるが、各グループごとに各課題について議論したうえで報告書とするこ

と、さらに委員会全体としても各グループからの報告書を吟味する機会をつくることを、より丁寧に

行ってはどうか。

非常によい年次報告書だと思います。幅広い分野にわたる公衆衛生学的問題について、情報を得るこ

とが出来ました。年次報告書と代議員からの意見は、学会のホームページで公開されているようです

が、もっと多くの方に読んで頂ければさらによいと思います。

専門家の先生方に公衆衛生学的な課題をまとめて頂き、大変勉強になりました。できれば、意見書を

Wordファイルで配布頂けると助かります。

専門家の先生方のご尽力に感謝いたします。

　貴重なご意見をいただき感謝申し上げます。委員会が現

在の形になってから年月も経ちましたので、ミッションを

再確認した上で、グループの議論の進め方や年次報告書の

作成のプロセスについて、委員会で今一度議論し、真に学

会員や学会のお役に立てるような活動を推進していきたい

と思います。引き続きご指導のほど、どうぞよろしくお願

いいたします。


